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　この 25年の間に、日本の大学は大きな変貌を遂げつつ
ある。この傾向は、世界のトップレベルの大学と伍して戦っ
ていくことを校是としている大学において顕著である。
　本学においては、2000年度に「21世紀の教育研究グ
ランドデザイン」が策定された。その後、2007年の創立
125周年を期に、2008年度から 2012年度までの中長期
計画が「Waseda Next125」としてまとめられ、具体的な
施策が提示された。さらに、現在は「Waseda Vision150」
と呼ばれる長期計画が遂行されている。この「Waseda 
Vision150」では、創立 150周年を迎える 2032年の本学
のあるべき姿を描き、それに向けてのマイルストーンとし
て毎年の数値目標が出され、目標達成に向けて、一歩一歩
着実に前進をしている。
　この変貌とそれに対する図書館の対応を、大学の両輪で
ある教育と研究の両面でみてみよう。
　授業は、最古の近代西洋型の総合大学と言われているボ
ローニャ大学が創立された約 1,000年前から、教員が一方
的に講義を行い、学生は、それを聞き写すことにより理解
を進めるという形式が採られてきた。このような形式の教
育から、学生に積極的に授業に参加させ、対話的に理解を
進めていくアクティブ・ラーニングの要素が大きく採用さ
れて始めてきている。アクティブ・ラーニングにより、問
題発見・解決型授業や学生の多様性に応じた個別化教授法
が可能となる。
　「Waseda Vision150」では、現在、学部 29%、大学院
55%程度である対話型、問題発見・解決型の授業比率を
2032年には、各々 75%、80%とすることが謳われている。
　これを支援するために、さまざまな情報技術が提供され
てきている。それらの内で、最も基本となるものは、高速
ネットワークの提供であり、そのネットワークを利用した
大容量の記憶装置の共有である。これらの上に、授業支援
システム（本学での呼称は、「CourseN@vi」）を構築し、
使用することが通常となってきている。
　図書館としても、この傾向に誠実に対応してきている。
具体的には、静粛な環境で研究を進める図書館から、もち
ろんこのような環境は保持しつつも、ゾーンの設定を行い、
学生同士が議論を進めながら、結論を導いていくためのス
ペースを館内に確保し、それに供する什器を充実させてい
る。このようなスペースはラーニング・コモンズと呼ばれ
る。このラーニング・コモンズは、図書館内だけでは不十
分であり、図書館外にも、多くのラーニング・コモンズが
開設されてきている。
　ラーニング・コモンズにおいては、アクティブ・ラーニ
ングにおける基本理念である共同学習が行われる。この際
重要となる、協調性をもった自己表現力、グループにおけ
るリーダシップなどを培うことができる。教育の場として
の図書館の積極的利用である。
　このような中、今後問題になってくることはラーニング・
コモンズに、大学が提供できるどのような機能を組み込むか、
それに図書館がどのように貢献できるかであろう。たとえ
ば、何かを学びたい時に、どんな文献を参照すればよいかの
助言をしてくれるレファレンスサービス、大学院生による学
習相談、特に、統計学を含む数学で困っている学生のための
Math＆ Statセンター、学修・研究結果を外国語で論文な
どとしてまとめる際の翻訳センターなどを、ラーニング・コ
モンズと有機的に結合することは必要不可欠であろう。他大
学においては、留学に関する情報を提供してくれるコーナー、
アルバイトの斡旋をしてくれるコーナーなどがラーニング・
コモンズ内に設置されていることもある。
　大学の他方の使命である研究についても、大きな変化が
ある。その中で、顕著なものは、研究の大規模化である。
すわなち、従来の個人研究を主体にしたものから、複数の
教員が連携しながら研究を進めていくプロジェクト型のも
のへと変わってきている。この傾向は、理系だけでなく、
文系の研究においても同一である。これによって、外部資
金についても、個人規模でなく、大学規模の、より大きな
研究費が提供されるようになり、その獲得競争も熾烈なも
のとなってきている。
　本学においても、研究院の下に、さまざまな研究機構が
作られ、その下に、プロジェクト研究所が置かれ、複数の
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研究者によるプロジェクト型の研究が促進されている。
　これに対して、現時点において、研究者個人に対する文
献提供などの研究支援の他には、図書館が大きく貢献して
いるとは言いにくいのが現状である。たとえば、すでに利
用可能になっている書籍や雑誌などを準備状況として申請
書内に記載することによって外部資金の獲得率を上げられ
るはずであるし、プロジェクト採択後には、そのプロジェ
クトに必要な書籍・雑誌などの購入を促進することにより、
研究プロジェクトの支援ができるはずであるが、いまだ実
現されていない。
　このような教育・研究両面での図書館利用の変化を前提
にして、この 25年間の間に、図書館はどのように変わっ
てきたのであろうか？
　最も大きな変化は、電子ジャーナル、電子ブック、オン
ライン・データベース等の普及であろう。早稲田大学図書
館（中央図書館、高田早苗記念研究図書館、戸山図書館、
理工学図書館、所沢図書館）の図書費・図書資料費予算で
いえば、2013年度では、全体（約 7.5億円）の約 65％が
電子ジャーナル等の電子媒体に使われている。しかし、こ
こ数年は、予算規模がほぼ一定であるのに対して、購入原
価の高騰、為替レートにおける円安基調、外国雑誌に対す
る消費税の課税などにより、危機的状況にある。消費税課
税対象と考えられる外国資料／製品の購入額は 5億円を超
えており、これらへの消費税課税は、大きな問題である。
海外資料においては、巨大出版社による寡占化が進んでお
り、値上がりを逃れる代替手段がないことも痛手である。
　この結果として、電子媒体としても提供される資料につ
いては、紙媒体の購入を断念しなければならない状況も広
がってきている。それどころか、従来購読をしてきた電子
ジャーナルなどの一部を購入することを停止をしなければ
ならない状況にも至っている。
　一方、種々の要因により、日本語資料の電子化が進んで
いない。これに対しては、今後の電子化進展を期待したい。
　電子媒体の普及により、利用者は、図書館まで足を運ぶ必
要がなくなり、研究室から、自宅から、資料を参照できるよ
うになった。これだけをみれば、図書館来館者は大きく減少
するはずである。しかし、来館者数に大きな変動はない。こ
れは、教育としての一部としての図書館の利用の他に、書籍
を手に取って内容をみたいという以前からの要求が根強いこ
とがあろう。この意味で、紙の媒体の重要性も無視できない。
　このような利用者にとっては、オンライン蔵書目録
（OPAC：本学における呼称は「WINE」）の充実が必要で
ある。OPACについては、現在の Innopacをベースにし
たものは世界標準に準拠しており、世界各国から広くアク
セスされている。また、古典籍をデジタル撮影して作成
したデータベースをこの OPACと連結させることにより、
重要な古典籍の閲覧を無料で許可し、実用に供している点
も高く評価できる。しかし、現状に満足せず、常に新しい
機能を採り入れていくことが肝要である。
　更には、積極的に利用者を広げるための戦術も必要であ
る。このためには、図書「館」に籠って、利用者が来館す
るのを待つばかりでなく、図書館職員が図書「館」から出
て、利用者にサービスをすることを考えなければならない。
これまでは、利用者（主に学生）と直接接する機会が多い
図書館職員をリエゾンとよび、授業やオリエンテーション
に出張し、図書館の利用法などを説明してきている。これ
らを受講している学生数は延べ 10,000人を超え、すべて
の学生が、このようなリエゾンによる教育を受けていると
も言える。しかし、館員の減少からリエゾンの人数も減少
せざるを得ず、積極的にこのような出前サービスを推進す
ることが難しいのも現実である。
　最後に、これらのサービスを実現する図書館職員につい
てみておく必要がある。2000年には、108名（内、司書
職 70名）の図書館職員が在籍していた。しかし、2014年
度には、50名（内司書職 17名）が在籍するだけである。
一方、委託費は、2014年には、2000年の約倍額となって
いる。この委託化の促進により、開館時間の延長、開室日
数の増加等、早稲田大学の就労規則に囚われない開館体制
の実現が可能となった。また、サービス時間の統一化等を
行い、定型業務を委託することで業務の効率化をはかり、
情報リテラシー教育活動等の新たな役割に専任職員の業務
をシフトすることができた。しかし、一方で、委託業務に
ついての指揮命令権の喪失や企画・新規事業等における人
材不足などが発生している。
　図書館職員の中には、司書の採用を再開すべきであると
いう意見も根強い。このためには、司書だからこそできる
業務は何であり、どの程度必要なのかという議論を進め、
新たな採用を求めていかなければならない。
　図書館業務は、サービス業務である。利用者がどの程度
満足して図書館の機能を利用してくれるのかが最大のメ
ジャーである、このことを忘れずに、新しい図書館を築い
ていくことに、少しでも貢献していきたい。
